
What would you like?Lesson7

Letʼs Start 会話の中に，どんな食べ物が出てきますか。

場 面 レストランで昼食を注文します。

Goal
ていねいに料理を注文したり，
値
ね だ ん
段をたずねたりすることができる。

 Letʼs Try ① ワードゲームをしましょう。

ていねいな表
ひょうげん

現で注文したり，
値
ね だ ん
段をたずねたりしよう。Part A

I’d	like　　　		.

What	would	you	like？

OK.	Okonomiyaki.

登場人物の話を聞いて，
それぞれが注文したものを線で結ぼう。

 Letʼs Listen 

 Letʼs Try ②
食べたい料理を決めて，
友達とペアで注文したり，注文を受けたりしよう。

②

Hiroshi
・

③

Miki
・

Kazuya
・

④

Emma
・

①

・ ・ ・ ・ ・

I’d like

★	やり取りをしたら，食べたい料理を書こう。

Okonomiyaki

・

 Letʼs Try ③ 友達とペアで料理の値
ね だ ん
段をたずね合おう。

MENU

飲み物
drinks

デザート
dessert

 Letʼs Try ④ オリジナルメニューを考えよう。

●オリジナルメニューを考えてかこう。

rice ball
120 yen

curry and rice
490 yen

sandwich
180 yen

pizza
500 yen

fried chicken
250 yen

salad
240 yen

ramen
480 yen

coff ee
150 yen 

milk
110 yen

juice
200 yen

mineral water
100 yen

cake
250 yen

parfait
320 yen

ice cream
220 yen

shaved ice
170 yen

hamburger
400 yen

French fries
260 yen

食べ物
food

How	much	is	the	　　　?
cake

It’s	　	　　yen.
250

Step
1

Step
2

Let’s‌Try‌③‌のメニューを使って，ペアで注文し合おう。

オリジナルメニューを注文しよう。Part B

What	would	you	like？

Step‌1‌で注文したメニューの値
ね だ ん
段を計算して，ペアで会計し合おう。

How	much	is	it？

A	hamburger	is	570	yen.
A	salad	is	240	yen.

810	yen	please.

I’d	like	a	　　　　and	
a		　　　.

	salad

hamburger

Step
3

Let’s‌Try‌④‌のオリジナルメニューを使って，
レストランのロールプレイをしよう。

（1）3つ以上の料理を
注文するときは？

（2）会計係がお金を　
受け取ったら？

※先生に聞いてみよう。

友だちの考えたメニューで印
いんしょう

象に残ったものを書こう。
ヒントを参

さんこう
考にメニューの名前を考えよう。

Jump!

Ladiesʼ LunchStudentsʼ LunchHealthy Lunch

メニューの名前：

内容：

Hello,	and	welcome.

Hello.

こんなとき，
どう言うの？

Step
1

Step
2

できたら□に✓を入れよう。

□ ❶ あいさつをしよう。

□ ❷ 注文しよう。→

□ ❸ 値
ね だ ん
段をたずねよう。→

□ ❹ 料理を受け取って，会計をしよう。

食べてみたいと
思ったのは

だれのランチかな。

yen

ヒント

新しい教科書の使い方 −よりよい授業づくりのために−

外
国
語（
英
語
）の
教
科
書
の
使
い
方

外国語（英語）の教科書の使い方

「児童が英語を使う姿」を想像することから単元構想を始める
　小学校外国語の教科書は，児童が英語で気持ちを伝え合えるようになるために，いくつもの段階を踏み，少
しずつ「できる」に近づいていくように構成されています。しかしながら，「教科書のページを順番に学習してい
るうちにできるようになる」というボトムアップではなく，「ゴールを見据えて近づいていく」というトップダウン
の発想を持って単元構想を練るために，まずは単元全体のページを概観してみましょう。

単元目標に近づいていく教科書の流れ▶

単元全体の概観
　各単元の後半には，児童が行う言語活動が用意されています。日頃指導している目の前の児童の顔を思い
浮かべながら，「どんな表現活動をさせたいか」「何を伝えることができるようになってほしいか」を具体的
にイメージしてみましょう。教科書に示されている言語活動は一例です。目の前の児童に合わせて，「こんな
こともできそう」と考えることからスタートしてみましょう。

言語活動
オリジナルのメニューを

注文させたい！
　　自分が好きな 食材について

 　児童が英語でたくさ ん言う機会を作ろう！
担任教師が好きな料理について

英語で語って聞かせよう！

導 入 練 習

児童を題材に近づける
　各単元のはじめには，見開きのダイナミックなページがあります。多
様なイラストや写真，さらには，デジタル教科書の動画なども活用し
て児童を題材に近づけます。
　この段階ではたっぷりと音声を聞かせ，題材に対する児童の興味関
心を高め，想像力をかき立てます。教科書の場面設定を活かしつつ，
児童にとって身近な地域の話題などを取り入れてもいいでしょう。

　　　段階を踏んでで きるように導く
　ゴールである〔言語活動〕にお いて，児童が英語で「気持ちを伝
え合う」ためには，〔練習〕段階 でも意味をともなった豊富な音声
インプットや練習が欠かせません。 教室においては，教科書にある活
動を児童の反応や習熟度を見なが ら取捨選択し，適宜工夫をしたり
繰り返したりすることで，「分かっ た！」「言えそう！」という気持ち
を児童に実感させることが大切で す。

「伝え合う」を大切に
　単元末の〔言語活動〕で児童に何をさせたいかを考えることが，教
材研究のスタートになります。児童が自分の気持ちを「伝え合う」こと
ができるように児童の発想を大切にして，活動をデザインします。
　活動では，児童が伝えた内容をとらえて，その内容についてのフィー
ドバックを心がけましょう。

◀単元目標から逆算して考える教材研究の流れ

そのために…そのために…

最初に
単元のゴールを

決める！
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教科書に出てくる題材・活動の流れを知る

どんな活動が設定されているか
　単元の最後にある言語活動に向けて，知っておくべき単語や表現を練習する活動が教科書にはいくつも設定
してあります。基本的には音声→文字の順に，あるいは理解→発信の順に活動が並べられています。まずは教
師が活動のねらいや内容をよく理解して，児童にも活動の目的をしっかり伝えられるようにしましょう。

活動を観察して，児童の定着度に応じて繰り返す
　教科書の活動に取り組む際には，児童の活動の様子を見ながら，必要に応じて回数や順番を変えることも
大事なポイントです。新しく学習したばかりの表現にまだ十分に慣れ親しんでおらず，自信を持って言えな
い児童が多いようであれば，全体で再度確認したり，個別の練習を増やしたりする必要があります。そのた
めには，まず児童の活動をしっかりと見とることが大切です。

導 入 児童を題材に近づける

　例えば音声を一回流しただけで，全員が内容を聞き取れているとは限りま
せん。生徒の理解度を見ながら，必要に応じて繰り返しましょう。ALTと
JTE で同じ会話を再現したりするのも効果的です。

段階を踏んでできるように導く練 習 言語活動 「伝え合う」を大切に
　教科書の言語活動は，小学生が日常生活で経験すること
や学校行事などを想定したものが多く組み込まれています。
学級活動の時間に書いた作文や，他教科の時間に学習した
内容をうまく取り入れながら，児童の「表現したい」という
気持ちを刺激しましょう。
　また，実際に英語でのやり取りを通して，

　・目的地にたどり着く
　・欲しい物が買える
　・ポスターを作成する
など，具体的な成果が見える活動を設定する
と，意欲的に取り組むようになります。

　最後の言語活動では，実際に話したり書いたりすることで，児童が自分の考えや気持ち
などを表現する活動が設定されています。これまでの練習を活かして，児童が自信を持っ
て表現できるように支援したいですね。
　また，最後のゴール（山頂）に向かう道は複数あります。「何を言うか」「どう言うか」を
児童に考えさせる（山登りのルートを選ばせる）指導も大切です。

※ 小学校における「書く」は
「話すためのメモを書く」
「例を見ながら書き起こす」
などの活動が中心です。

　話す練習も，隣の人とペアになって数回言ってみただけで
は十分とは言えません。その場合は，ペアを替えて何度も
やり取りをすることで，自然に慣れ親しんでいくことを目指
します。児童の活動の様子を観察することが大事なポイン
トになります。

写真を見ながら

教師の話を聞きます

会話から料理の名前と
注文した人の名前を聞
き取ります

メニューを見て自分の食べたい
ものを注文したり， 値段を尋
ねる会話文を練習します

合計金額を書き取ったり，
自分で考えたオリジナル	
メニューを書き込みます※

こうやって
言うのか！

もう見なくても
言えるもんね

どうやって
言おうかな

これまでに練習した表現を使って，
実際に買い物をしたり，
店員役を演じたりします。

話す（やり取り・発表）

気づく

慣れる

考える

聞く

書く話す（やり取り）聞く

教科書
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担任 : You like Japanese food. Do you know any
Japanese restaurants in our town?

ALT : Not really.
担任 : Look at this photo. Do you know this restaurant?
ALT : No, I don’t.
担任 : It’s a Japanese restaurant, Edoya.
ALT : Edoya! What can we eat?
担任 : Here’s the menu. What can you see?
ALT : Wow. Looks really good!

担任 : Class, what’s this?

児童 : Karaage.
担任 : Right. Japanese style fried chicken.　　

They’re very juicy.
ALT : I want to try it. How much is this?（値段を尋ねる表現）
担任 : Let’s see…. OK, it’s …?
児童 : 480 yen!
ALT : OK. I’ll take it.
担任 : What would you like?（食 べたいものを尋ねる表現）
ALT : Well….
担任 : How about rice and miso soup?（提案する表現）
ALT : Good. How much is rice and miso soup?
担任 : Class, how much is rice?
児童 : 120 yen.
担任 : Then, how much is miso soup?
児童 : 100 yen.
ALT : Thanks. Rice and miso soup, please.（丁寧な表現）

ALT : Look at this photo. Do you know this restaurant?
担任 : Yes, I do.
ALT : Nice. This is my favorite Italian restaurant in our town.

Pizzalia.
担任 : Great. Let’s go there together.
ALT : Yes! Here’s the menu. What would you like?
担任 : I’d like Margherita pizza. How much is it?
ALT : 680 yen. Would you like some drink?
担任 : Yes, please. I’d like soda, please.
ALT : Sounds good.

ALT : OK. Let’s go to the restaurant together and order your
own favorite food!

新しい教科書の使い方 −よりよい授業づくりのために−

外
国
語（
英
語
）の
教
科
書
の
使
い
方

教科書をアレンジしてみる（導入・言語活動）

　この単元は，題材名 What would you like? から連想できるように，単元末にお客としてレストランで自分
の好きな食べ物を注文したり，店員としてお客の対応をしたりする言語活動に取り組む構成になっています。
教科書通りに進めることもできますが，児童にとって取り組むべき価値がある，魅力を感じるものとなるよう，
教師によるアレンジも可能です。

　このページでは単元の始まりである〔導入〕と，単元のゴールとなる〔言語活動〕について，アレンジの
具体例を紹介します。指導している児童の関心や習熟度など実態によってアレンジの方向性は様々あります。
日頃は他教科も教えている学級担任であれば，他教科・領域で学習した内容を取り入れて「横断的」なアレンジ
もおすすめです。

導 入 ひと工夫で題材をアレンジ
児童は単元末に，お客としてレストラン で自分の好きな
食べ物を注文したり，店員としてお客 の対応をしたりす
る言語活動に取り組みます。児童が必 要 感や必然性を
感じることができるような単元の始ま りにしましょう。

単元末の言語活動で使う "What would you like?" "I’d like…." 
"How much is it?" などに，単元の導入段階から触れさせていくことを意識
しましょう。「これが単元末で使われるものになりますよ，こんな場面で使わ
れるのですよ」ということを体感的に捉える機会となります。

　このように，児童の興味・関心を引きつけ，「自分ごと」と
して感じられる（自己関連性）状況を作り，児童の背景知識を
活性化させます。自然な流れの中で教科書を開本することが
できるようにしましょう。

学級担任（もしくは専科教員等）と ALT による
Teachers’ Talk をしましょう。地元にあるレスト
ランや食堂の写真を示しながらやり取りをして児
童に聞かせます。

Step 1 身近な話題から始めよう！

どのような場面で使われるのかを実感 させながら，
ターゲット文（赤字）を聞かせていきま す。

Step 2 ターゲット文を何 度も！

言語活動 声掛けで児童の思考を深めさせる
〔思考・判断・表現〕を意識して，児童がより深く考えるためのアレンジ案です。
ポイントは，会話の目的を設定することです。決められたものを買ってくるだ
けでなく，買ったもので何が作れるか，予算の中でどれを買うか，など会話す
るべき内容を児童が自分で選択する場面を作り出しましょう。また，話し相手
との関係性によってはより丁寧に話すなど，話し方の工夫も見られるようになり
ます。教師のちょっとした一言で，児童の思考を深めさせることができます。

今度は，ALT がイニシアチブを取って話していきます。
ALT が行ったことのある地域のレストランの話をします。

Step 3 単元末の活動をイメージできるやり取りを

担任と ALTがレストランでの
やり取りを実演しています。

ALTが児童を誘って，自分が好きな食
べ物を注文しよう，と提案しています。

自然な場面・状況の中でターゲット文を
使ってみせます。

日本食が好きな ALTに，地域にある
日本食レストランを紹介しています。

ALTが喜んでいます。
担任が児童を巻き込んでいきます。

ALTがレストランの写真を示
して，担任にたずねています。

 1,000 円ぴったりに

　　  　 してみようか

ぴったりに するためには購入
する商品を 選ぶ必要が出てき
ます。ちょっ とした「算数との教
科横断型」 授業にも。

バーガー類を

全部売り切ろう

店員さん役の児童たちに積極的
なセールストークを促します。
必死なセールスに対応するお客
さん役も工夫が必要になります。

今日買ったもので

何が作れる？

野菜や食材などを購入する設定
の場合は，買った野菜などでど
んな料理ができるかを考えさせ
ることもできます。

値引きをお願い

してみようか

簡単な表現を教えれば値引き交
渉も可能です。児童から「なん
て言えばいいの？」という声を
引き出したいですね。
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